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冬
の
七
夕
七
夕
ま
つ
り
開
催
開
催

世界で活躍するフレイム（火炎）アーティストの宮窪研さんが、イベント当日
茂原のガスも使用した炎舞で会場を盛り上げます。

イベント
2月５日㊐　15時～ 19時
茂原ショッピングプラザアスモ駐車場

イルミネーション
2月５日㊐～ 3月5日㊐
日没～ 21時
豊田川（愛称：天の川）沿い自転車道

※詳細は広報もばら1月15日号に掲載します。



　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
新
春
を
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
年
中
は
、
市
政
各
般
に

わ
た
り
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
侵
攻
に
よ
り
、
世
界
の
秩

序
は
大
き
く
乱
れ
、
こ
れ
に
起
因
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
材
料
価
格
の
高

騰
、
加
え
て
急
激
な
円
安
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
疲

弊
し
た
日
本
経
済
に
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
を
与
え
ま
し
た
。

　

一
方
、
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
カ
タ
ー
ル
大
会
で
は
、
日
本
代

表
が
優
勝
候
補
に
勝
利
す
る
快
進
撃

を
見
せ
、
多
く
の
人
々
に
困
難
に
立

ち
向
か
う
勇
気
と
そ
れ
を
乗
り
越
え

る
感
動
を
、
ま
た
子
ど
も
た
ち
に
は

大
き
な
夢
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
は
市
制
施

行
70
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え

ま
し
た
。
本
市
が
今
日
の
発
展
を
遂

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
熱
意
と
献
身
的
な
奉

仕
、
さ
ら
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ご
労
苦

の
賜
物
で
あ
る
と
、
衷
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

物
価
高
騰
へ
の
支
援

　

さ
て
、
こ
こ
数
年
猛
威
を
振
る
っ

て
お
り
ま
す
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
で
す
が
、
い
ま
だ
終
息
の
兆

し
が
見
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
基
本
的
な
感
染
症
対
策
の
徹
底

に
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
下
、
徐
々

に
日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
品
等
の
価

格
高
騰
が
、
皆
さ
ま
の
生
活
や
事
業

活
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お

り
ま
す
。

　

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
皆
さ

ま
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
国

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

〝
夢
と
希
望
〟
が

　
大
き
く
膨
ら
む
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

茂原市長
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が
実
施
す
る
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品

等
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
や
子

育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
な

ど
の
ほ
か
、
独
自
の
取
り
組
み
と
し

て
、
現
在
、
高
校
生
等
ま
で
の
児
童

一
人
に
対
し
、
市
内
登
録
店
舗
で
利

用
可
能
な
１
万
円
分
の
商
品
券
を
配

布
す
る
「
子
育
て
応
援
チ
ケ
ッ
ト
配

布
事
業
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
燃
え
る
ご
み
専
用
袋
を
全

世
帯
に
配
布
す
る
「
燃
え
る
ご
み
専

用
袋
配
布
事
業
」
等
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

重
点
施
策

　

令
和
５
年
度
は
「
茂
原
市
総
合
計

画
」
の
基
本
計
画
に
お
け
る
各
施
策

を
具
体
化
す
る
た
め
の
「
第
２
次
３

か
年
実
施
計
画
」
の
初
年
度
と
な
り

ま
す
。
よ
り
一
層
「
安
全
・
安
心
」

や
「
子
育
て
支
援
」
に
関
わ
る
事
業

を
重
点
的
に
進
め
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
「
安
全
・
安
心
」
で
は
、
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
浸
水
被
害
対
策
に
、
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
が
行
う
内
水
対
策
に
つ
き
ま

し
て
は
、
昨
年
、
早
野
排
水
機
場
お

よ
び
鷲
巣
稲
荷
前
水
門
ポ
ン
プ
ゲ
ー

ト
の
運
用
を
開
始
し
、
浸
水
被
害
の

軽
減
を
図
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
浸

水
被
害
が
想
定
さ
れ
る
地
域
へ
の
対

策
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

千
葉
県
が
行
う
浸
水
対
策
と
し

て
、
二
級
河
川
一
宮
川
に
つ
き
ま
し

て
は
、
現
在
、
河
道
拡
幅
や
護
岸
法

立
て
工
事
な
ど
が
進
め
ら
れ
る
と
と

も
に
、
令
和
11
年
度
末
の
完
成
を
目

指
し
、
上
流
域
の
調
節
池
等
の
整
備

や
支
川
に
お
け
る
河
道
改
修
な
ど
が
、

ま
た
二
級
河
川
赤
目
川
に
つ
き
ま
し

て
も
、
Ａ
調
節
池
の
整
備
や
河
道
拡

幅
工
事
等
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
千
葉
県
と
連
携
し
、
河

川
改
修
や
内
水
対
策
を
行
い
、
市
民

の
皆
さ
ま
が
安
全
安
心
に
生
活
で
き

る
よ
う
、
事
業
の
円
滑
な
推
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
子
育
て
支
援
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
児
童
の
安
全
安
心
な
居
場
所
づ

く
り
の
た
め
、
東
部
小
学
校
敷
地
内

に
（
仮
称
）
東
部
第
２
学
童
ク
ラ
ブ

の
施
設
整
備
を
進
め
て
お
り
、
３
月

に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
児
童
虐
待
の
相

談
件
数
が
増
加
す
る
な
ど
、
子
育
て

に
困
難
を
抱
え
る
世
帯
が
顕
在
化
し

て
い
る
状
況
を
受
け
、
昨
年
の
児
童

福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
市
区
町
村
は
、

全
て
の
妊
産
婦
、
子
育
て
世
帯
、
子

ど
も
へ
の
一
体
的
な
相
談
支
援
を
行

う
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
の
設

置
に
努
め
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
切
れ
目
の

な
い
相
談
支
援
体
制
の
実
現
に
向
け
、

セ
ン
タ
ー
設
置
の
検
討
を
進
め
る
と

と
も
に
、
引
き
続
き
、
子
育
て
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
の
把
握
に

努
め
、
さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
環
境
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て

は
、
開
校
か
ら
１
４
９
年
に
わ
た
り

地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
愛
さ
れ
、
親
し

ま
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
新
治
小
学
校

を
本
納
小
学
校
と
統
合
し
、
４
月
か

ら
新
た
な
本
納
小
学
校
と
し
て
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
両
校
が
そ

れ
ぞ
れ
築
い
て
き
た
良
さ
を
活
か
し
、

よ
り
質
の
高
い
教
育
が
提
供
で
き
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

終
わ
り
に

　

こ
れ
ら
の
重
点
施
策
を
は
じ
め
、

各
施
策
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
で
、

本
市
の
将
来
都
市
像
で
あ
る
「
未
来

へ
つ
な
が
る
『
交
流
拠
点
都
市
』
も

ば
ら
」
の
実
現
に
向
け
、
市
民
の
皆

さ
ま
が
安
全
安
心
で
豊
か
な
生
活
を

営
み
、
夢
や
希
望
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
迎
え
た
輝
か
し
い
年
が

皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
素
晴

ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。
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◆
自
治
功
労
〈
64
人
〉

愛
敬
幸
雄
／
秋
葉
吉
秋
／
秋
山
た

け
子
／
浅
野
勝
昭
／
麻
生
重
義
／

麻
生
正
視
／
飯
尾
暁
／
石
井
智
／

今
枝
清
枝
／
岩
名
地
良
弘
／
鵜
澤

徳
二
／
江
澤
と
し
江
／
及
川
哲
子

／
大
塚
節
子
／
大
野
光
夫
／
故
大

和
久
勝
弘
／
片
岡
眞
琴
／
金
坂
道

人
／
故
鎌
田
国
雄
／
熊
切
秀
雄
／

古
作
俊
夫
／
小
曽
根
誠
司
／
齋
藤

樹
／
齋
藤
庸
子
／
榊
原
敏
眞
／
佐

瀬
美
代
子
／
佐
藤
弘
子
／
宍
倉
正

胤
／
市
東
治
子
／
柴
田
武
彦
／
嶋

倉
和
／
白
土
和
子
／
白
土
次
男
／

鈴
木
功
／
鈴
木
敏
文
／
鈴
木
正
則

／
平
幸
子
／
髙
𣘺
浅
雄
／
寺
田
三

千
代
／
鴇
田
博
子
／
冨
田
か
つ
子

／
長
野
豊
和
／
中
間
久
代
／
中
村

進
／
中
山
和
夫
／
永
山
良
吉
／
二

階
堂
高
史
／
錦
織
晃
／
細
谷
菜
穂

子
／
堀
口
芳
子
／
蒔
田
吉
正
／
増

田
美
夫
／
丸
正
明
／
丸
島
一
幸
／

丸
島
多
弘
／
御
園
邦
江
／
三
橋
弘

明
／
宮
川
公
雄
／
深
山
利
一
／
森

川
礼
子
／
山
田
淸
／
湯
浅
幸
子
／

吉
野
千
恵
子
／
米
田
保
男

◆
産
業
功
労
〈
26
人
・
８
団
体
〉

相
京
猛
／
秋
葉
三
郎
／
秋
葉
節
子

／
麻
生
重
和
／
石
田
英
道
／
石
渡

久
男
／
石
渡
正
行
／
岩
瀬
好
男
／

鵜
澤
和
行
／
浦
島
京
子
／
故
江
澤

孝
美
／
大
竹
荘
一
／
岡
隆
文
／
小

倉
安
司
／
加
藤
正
明
／
坂
下
正
／

高
貫
清
一
／
中
澤
文
孝
／
中
田
幸

晴
／
八
角
み
ど
り
／
蒔
田
信
夫
／

益
田
賢
次
郎
／
丸
島
正
昭
／
故
山

坂
輝
夫
／
米
倉
義
視
／
米
田
崇
人

／
赤
目
川
土
地
改
良
区
／
上
茂
原

土
地
改
良
組
合
／
豊
岡
維
持
管
理

組
合
／
茂
原
市
土
地
改
良
事
業
推

進
協
議
会
／
茂
原
市
新
治
土
地
改

良
区
／
茂
原
市
吉
井
土
地
改
良
組

合
／
両
総
土
地
改
良
区
管
理
委
員

会
高
根
支
部
／
両
総
用
水
東
郷
関

維
持
管
理
組
合

◆
教
育
文
化
功
労
〈
15
人
〉

阿
部
道
久
／
伊
野
幹
雄
／
笠
原
怜

司
／
片
岡
栄
／
金
綱
哲
／
木
滑
美

智
代
／
工
藤
矗
／
齊
田
ま
ゆ
み
／

齋
藤
晟
／
鶴
岡
正
也
／
中
村
一
男

／
中
山
清
志
／
平
井
き
よ
み
／
矢

部
美
晴
／
山
﨑
利
雄

◆
保
健
衛
生
功
労
〈
53
人
〉

浅
泉
誠
／
石
井
隆
／
石
田
し
づ
か

／
市
原
健
二
／
糸
井
玄
一
／
井
上

紳
江
／
伊
吹
ユ
リ
子
／
及
川
喜
義

／
大
住
と
し
子
／
大
関
舞
／
大
曽

根
哲
／
大
塚
陽
子
／
岡
本
元
朗
／

風
戸
和
子
／
片
岡
光
代
／
勝
山
博

文
／
金
井
京
子
／
川
崎
哲
夫
／
鬼

島
成
和
／
鬼
島
茂
／
栗
田
計
次
／

河
野
敏
子
／
河
野
通
貞
／
齋
藤
悦

子
／
齊
藤
重
美
／
作
永
穂
高
／
佐

久
間
基
博
／
澤
田
洋
子
／
宍
倉
朋

胤
／
篠
﨑
惠
美
子
／
清
水
三
郎
／

菅
原
秀
峰
／
菅
原
黎
明
／
住
本
福

代
／
関
幸
夫
／
関
屋
勉
／
十
亀
喜

久
枝
／
高
橋
智
恵
子
／
粒
良
幸
正

／
樋
口
嘉
壽
也
／
深
谷
桂
子
／
前

田
日
利
／
牧
野
昭
子
／
松
本
健
太

郎
／
宮
代
和
幸
／
宮
本
光
雄
／
宮

山
龍
雄
／
森
川
裕
一
／
矢
原
三
十

美
／
山
本
秀
夫
／
鎗
田
謙
二
／
𠮷

田
明
夫
／
渡
辺
公
博

　
市
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
、
市
政
功
労
者
を
表
彰

し
ま
し
た
。
表
彰
の
対
象
者
は
、
自
治
、
産
業
、
教
育
文
化
、
保

健
衛
生
、
社
会
福
祉
、
消
防
の
各
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
２
４
６

人
・
８
団
体
と
篤
行
・
善
行
表
彰
１
団
体
、
感
謝
状
４
人
・
34
団

体
で
す
。�

（
50
音
順
・
敬
称
略
）

市
政
功
労
者
表
彰

▲オープニングを飾る東中学校吹奏楽部の皆さん

茂原市制施行70周年記念式典を開催しました！
茂原市は本年、昭和27年の市制施行から70周年を迎えました。

これを記念し、11月19日㊏に市民体育館にて市制施行70周年記念式典を開催しました。
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◆
社
会
福
祉
功
労
〈
59
人
〉

秋
葉
朝
光
／
秋
葉
易
秀
／
天
野
惠

美
子
／
池
田
洋
／
糸
久
三
枝
子
／

井
上
昭
子
／
大
多
和
正
江
／
大
塚

悦
子
／
大
野
毅
／
小
熊
清
二
／
加

瀬
郁
代
／
北
田
豊
／
齋
藤
博
／
酒

井
幸
雄
／
酒
井
美
子
／
坂
田
由
美

子
／
笹
沼
美
恵
子
／
白
井
敏
子
／

白
鳥
み
ゆ
き
／
杉
木
久
己
子
／
杉

﨑
晄
康
／
杉
原
孝
子
／
鈴
木
秋
彦

／
鈴
木
明
美
／
鈴
木
勝
博
／
髙
山

清
一
／
髙
山
練
正
／
田
中
冨
子
／

田
中
宏
子
／
田
中
允
／
田
中
保
藏

／
千
村
文
彦
／
螺
良
陸
子
／
鶴
岡

敬
子
／
寺
尾
祥
子
／
寺
田
善
子
／

中
田
さ
つ
き
／
仲
村
圭
子
／
中
村

常
雄
／
中
村
正
孝
／
中
村
美
代
子

／
野
村
友
子
／
林
憲
子
／
林
正
彦

／
船
津
光
枝
／

田
ト
ヨ
／
丸
君

夫
／
御
園
文
夫
／
道
脇
美
彦
／
深

山
茂
／
宮
本
美
枝
子
／
武
藤
良
一

／
森
あ
さ
子
／
森
誠
一
／
森
山
美

佐
子
／
故
諸
岡
弘
之
／
山
田
一
太

郎
／
山
本
勝
江
／
横
堀
明
子

◆
消
防
功
労
〈
29
人
〉

麻
生
政
明
／
阿
部
勝
之
／
荒
井
博

／
鵜
澤
一
裕
／
江
澤
俊
一
／
岡
本

勇
司
／
小
髙
一
夫
／
小
髙
一
宏
／

片
岡
祥
成
／
木
村
直
人
／
酒
井
利

男
／
佐
藤
渉
／
島
田
喜
洋
／
白
鳥

宏
明
／
鈴
木
敏
夫
／
田
中
悠
太
／

富
田
恵
喜
／
豊
田
大
輔
／
萩
原
将

之
／
布
留
川
浩
一
／
前
田
正
志
／

丸
典
正
／
丸
島
源
太
郎
／
光
橋
国

郎
／
水
鳥
川
巧
／
深
山
興
宣
／
室

川
欣
則
／
山
口
賢
太
郎
／
故
山
本

一
之

◆
篤
行
・
善
行
〈
１
団
体
〉

ニ
ッ
ポ
ン
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
・

ク
ラ
ブ　

ナ
ル
ク
茂
原
「
い
ち
ご

の
会
」

◆
感
謝
状
〈
４
人
・
34
団
体
〉

井
上
昭
子
／
三
枝
巖
／
篠
崎
武
尚

／
露
﨑
公
雄
／
大
多
喜
ガ
ス
株
式

会
社
／
株
式
会
社
小
沢
工
務
店
／

金
坂
医
院
／
関
東
天
然
瓦
斯
開
発

株
式
会
社
／
Ｋ
＆
Ｏ
エ
ナ
ジ
ー
グ

ル
ー
プ
株
式
会
社
／
株
式
会
社
合

同
資
源
／
学
校
法
人
佐
藤
学
園
／

株
式
会
社
サ
ン
ハ
ウ
ス
リ
ー
ト
／

株
式
会
社
シ
ー
・
エ
ム
・
エ
ル
／

株
式
会
社
ダ
イ
ナ
ム
千
葉
茂
原
店

／
一
般
社
団
法
人
千
葉
県
建
設
業

協
会
長
生
支
部
／
一
般
財
団
法
人

千
葉
県
ま
ち
づ
く
り
公
社
／
千
葉

石
油
株
式
会
社
／
一
般
社
団
法
人

長
生
郡
市
地
籍
調
査
協
会
／
長
生

林
産
協
会
／
東
洋
ケ
ミ
カ
ル
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
／
株
式

会
社
図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー
／
南

総
通
運
株
式
会
社
／
株
式
会
社
日

電
工
業
／
日
本
エ
コ
ー
検
査
株
式

会
社
／
農
林
中
央
金
庫
／
波
多
野

工
業
株
式
会
社
／
一
般
財
団
法
人

藤
本
武
弘
育
英
会
／
双
葉
電
子
工

業
株
式
会
社
／
株
式
会
社
プ
ラ
ネ

ッ
ト
／
房
総
プ
ラ
ン
ト
株
式
会
社

／
御
園
建
設
株
式
会
社
／
株
式
会

社
緑
川
組
／
明
治
安
田
生
命
保
険

相
互
会
社
千
葉
支
社
／
モ
デ
ン
工

業
株
式
会
社
／
茂
原
市
建
設
業
組

合
／
茂
原
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
／
茂
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
／

株
式
会
社
横
河
シ
ス
テ
ム
建
築

問合せ　環境保全課（６階）　☎（20）1504　6（20）1604

「茂原市ゼロカーボンシティ宣言」を表明しました「茂原市ゼロカーボンシティ宣言」を表明しました
　
　近年、国内外で脱炭素化の流れが加速する中、市制施行70周
年記念式典において、市長より「茂原市ゼロカーボンシティ宣言」
を表明しました。
　環境省では、「2050年に二酸化炭素排出量を実質ゼロにする
ことを目指す旨を公表した自治体」を「ゼロカーボンシティ」と定
義しており、地方自治体による取り組み強化が求められています。
　市では、ゼロカーボンシティの実現に向け、市民や事業者の皆
さまと協力しながら、地球温暖化対策に取り組んでいきます。

「ゼロカーボンシティ」の実現に向けた取り組み
・省エネルギー、再生可能エネルギー設備導入促進
・３R（リデュース・リユース・リサイクル）の推進
・脱炭素ライフスタイル・ビジネススタイルの定着推進

▲記念式典で宣言をする田中市長

◆二酸化炭素排出量実質ゼロとは
　人為的な二酸化炭素排出量
から森林などによる吸収量を
差し引いて、実質的に「ゼロ」
とすることをいいます。

▲謝辞を述べる秋葉吉秋氏
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映 画 展 in茂原市 
監督・出演者によるスペシャルトークイベントを開催します！

　1月6日㊎全国公開の映画『ファミリア』では、市内3カ所のロケ地で計14日間にわたり撮影が行われ、
主演の役所広司さんをはじめ、吉沢亮さんや佐藤浩市さんなど多くの出演者が訪れました。
　この度、多くの方に映画の世界観を体感していただくため、「映画『ファミリア』展in茂原市」を開
催します。1月15日㊐には、成島出

いずる

監督や出演者を迎えたスペシャルトークイベントも開催しますので、
ぜひご来場ください。

映画『ファミリア』展in茂原市
◆日　程　1月6日㊎～ 2月5日㊐
◆会　場　茂原ショッピングプラザ・アスモ　2階催事場

監督・出演者スペシャルトークイベント
◆日　時　1月15日㊐　14時～
◆会　場　�茂原ショッピングプラザ・アスモ�

1階センターコート

※�新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、規模の縮小や
延期または中止等となる場合があります。

ロケで話題のまち もばら千葉もばらロケーションサービス通信

問合せ　千葉もばらロケーションサービス事務局（企画政策課内） 
☎（20）1516　6（20）1603

市原市との広域プロモーション連携（相互情報発信　茂原市↕市原市）市原市との広域プロモーション連携（相互情報発信　茂原市↕市原市）  
    お隣の市原市に体験型の歴史博物館がオープン！お隣の市原市に体験型の歴史博物館がオープン！
　
　11月20日に市原歴史博物館（愛称：I

アイミュージアム
’Museum�C

セ ン タ ー
enter）

が開館しました。旧石器時代から近現代にわたる「いちはらの
至宝」が集結した本館のほか、さまざまな体験ができる全天候
型の歴史体験館に、ぜひお越しください。
◆開館時間　9時～ 17時（最終入館は16時30分）
◆休 館 日　月曜日（祝日の場合は翌平日が休館）、年末年始
◆観 覧 料　一般300円、高校生200円、中学生以下無料
　　　　　　※歴史体験館の観覧料含む
◆所 在 地　市原市能満1489　ゼットエー武道場（中央武道館）隣。駐車場あり。
　　　　　　�バスの場合は、JR五井駅東口から「市原歴史博物館・中央武道館」行き�

で約20分。
　詳しくは、歴史博物館ウェブサイト（https://www.imuseum.jp）をご覧ください。

問合せ　市原歴史博物館　☎0436（41）9344

©2022「ファミリア」製作委員会
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問合せ　国保年金課（2階）　☎（20）1503　6（20）1600

短期人間ドック・脳ドックの 
検査費用を一部助成します

　市では、国民健康保険および後期高齢者医療制度に加入している方に、契約医療機関での短期人間ド
ック・脳ドックの検査費用の一部を助成しています。
　定期的に体の状態をチェックすることで、病気の早期発見や、病気になる前に生活習慣に対する適切
なアドバイスを受けることができます。「健康」を守っていくために、ぜひご利用ください。

◆助成要件　次の要件を全て満たしている方
国民健康保険 後期高齢者医療制度

資　格 市の国民健康保険の加入期間が継続して
6カ月以上である満35歳～ 74歳の方

市内に住所を有する千葉県後期高齢者医
療制度の被保険者（75歳以上）の方

納　付 納付期限の到来している国民健康保険税
を完納している世帯の方

納付期限の到来している後期高齢者医療
保険料を完納している方

その他
令和４年度内に市で実施している特定健
康診査を受診していない方（脳ドックは、
特定健康診査を受診していても助成対象）

令和４年度内に市で実施している健康診
査を受診していない方（脳ドックは、健
康診査を受診していても助成対象）

◆助成額
種　類 国民健康保険 後期高齢者医療制度

短期人間ドック 対象検査費用の7割（上限7万円） 上限3万円
脳ドック 対象検査費用の7割（上限3万円） 上限1万円

◆助成回数　�令和5年3月31日までの間で、国民健康保険または後期高齢者医療制度いずれかで短期人
間ドック・脳ドックそれぞれ1回

◆手続方法　①契約医療機関へ直接連絡し、検査日を予約
　　　　　　②�検査日の２カ月前から２週間前までに国保年金課か本納支所窓口へ『人間ドック等助成

承認申請書』を持参または同課へ郵送（窓口に持参する場合は、保険証を持参）
　　　　　　※申請書は、国保年金課か本納支所窓口または同課ウェブページから入手
　　　　　　※検査後の申請は、助成の対象となりませんのでご注意ください。
　　　　　　③検査日の１週間前頃に届く『人間ドック等助成承認書』を検査時に医療機関へ提出
◆契約医療機関一覧

医療機関名 電話番号
短期
人間
ドック

脳
ドック 医療機関名 電話番号

短期
人間
ドック

脳
ドック

市
内

君 塚 病 院（25）1811 〇
長
生
郡
内

リ ソ ル ク リ ニ ッ ク （35）2222 〇
公 立 長 生 病 院（34）2121 〇 〇 長 生 診 療 所 （32）3303 〇
宍 倉 病 院（24）2171 〇 長 生 八 積 医 院 （32）3282 〇
鈴 木 医 院（22）2630 〇 睦 沢 診 療 所 （44）2236 〇
前 田 内 科・ 眼 科（27）2888 〇

市
外

亀田健康管理センター 04（7099）1115 〇 〇
宮 本 内 科 医 院（22）3770 〇 亀 田 総 合 病 院 附 属

幕 張 ク リ ニ ッ ク 043（296）2321 〇 〇
山 之 内 病 院（25）6355 〇 〇
吉 田 医 院（34）3045 〇 ちば県民保健予防財団 043（242）6131 〇 〇
きたじまクリニック（26）7050 〇

※�新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、検査を見合わせることがありますので、詳しくは各医療機関にご確認く
ださい。

※助成対象とならない検査項目や市で実施しているがん検診等と重複して受診できない検査があります。

市では、広報紙の送付を希望される方に無料で郵送しています。
申込み　秘書広報課（３階）　☎（20）1512　6（20）1601お知らせ メール　　　▶フォーム7 広報もばら　2023.1.1



　

償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人

の
方
が
事
業
の
た
め
に
所
有
し
て

い
る
資
産
で
す
。

　

所
得
税
・
法
人
税
の
確
定
申
告

に
お
い
て
必
要
経
費
に
算
入
さ
れ

る
も
の
は
、
必
ず
償
却
資
産
の
申

告
が
必
要
で
す
。

◆
申
告
が
必
要
な
方

　

令
和
５
年
１
月
１
日
現
在
、
会

社
や
個
人
で
工
場
や
商
店
な
ど
を

経
営
し
て
い
る
方
、
ア
パ
ー
ト
や

駐
車
場
を
貸
し
付
け
て
い
る
方
、

農
業
等
を
営
ん
で
い
る
方
で
、
そ

の
事
業
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る

償
却
資
産
を
市
内
に
所
有
し
て
い

る
方
。

◆
対
象
資
産

　

構
築
物
、
機
械
・
装
置
、
車
両
・

運
搬
具
、
工
具
・
器
具
・
備
品
な

ど※�

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
対

象
と
な
る
も
の
は
償
却
資
産
の

対
象
外
で
す
。

　
市
内
に
事
業
用
の
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
資
産
の
状
況
を

１
月
31
日
ま
で
に
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※�

初
め
て
申
告
す
る
方
は
、
所
有

し
て
い
る
全
て
の
事
業
用
資
産

に
つ
い
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※�
所
有
す
る
償
却
資
産
の
課
税
標

準
額
の
合
計
が
１
５
０
万
円
未

満
（
免
税
点
未
満
）
の
場
合
、

固
定
資
産
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ

ん
が
、
申
告
は
必
要
で
す
。

◆
申
告
方
法

　

償
却
資
産
申
告
書
・
種
類
別
明

細
書
を
１
月
31
日
㊋
ま
で
に
資
産

税
課
へ
提
出　
　

※�

申
告
書
お
よ
び
明
細
書
は
、
資

産
税
課
窓
口
ま
た
は
同
課
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
で
入
手

※�eLT
A
X

（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）に

よ
る
電
子
申
告
も
利
用
で
き
ま

す
。

◆
注
意
事
項

　

申
告
漏
れ
の
資
産
が
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
場
合
、
最
大
で
５
年

間
さ
か
の
ぼ
っ
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

過
年
度
分
に
係
る
市
税
は
、
一
括

納
付
が
原
則
で
す
。

　

な
お
、
償
却
資
産
が
未
申
告
と

み
ら
れ
る
場
合
、
国
税
庁
等
の
資

料
に
よ
り
、
資
産
内
容
を
確
認
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

令
和
４
年
度
よ
り
調
査
に
基
づ

き
推
計
課
税
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

令
和
５
年
度

償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）申
告
の
ご
案
内

償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）申
告
の
ご
案
内

問
合
せ

資
産
税
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
７
９　
6
⒇
１
６
０
９

　

建
物
を
新
築
・
増
築
し
た
場
合
、

翌
年
の
４
月
か
ら
固
定
資
産
税
が

課
税
さ
れ
ま
す
。
そ
の
課
税
の
基

礎
と
な
る
評
価
額
を
算
出
す
る
た

め
、「
図
面
等
の
借
用
に
よ
る
家

屋
調
査
」
を
行
い
ま
す
。

◆
家
屋
調
査
の
流
れ

①�

対
象
と
な
る
家
屋
の
所
有
者
の

方
に
日
程
調
整
の
ご
連
絡
を
し

ま
す
。

②�

調
査
当
日
は
職
員
が
訪
問
し
、

建
築
確
認
申
請
書
類
や
図
面
等

の
必
要
書
類
を
借
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
コ
ピ
ー
後
に
返
却
し

ま
す
。
ま
た
、
外
壁
等
の
外
観

調
査
を
行
い
ま
す
。

※�

職
員
は
「
固
定
資
産
評
価
補
助

員
証
」
を
必
ず
携
帯
し
て
い
ま

す
。

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は 

届
け
出
を

　

登
記
を
し
て
い
る
家
屋
を
取
り

壊
し
た
と
き
は
、
法
務
局
で
建
物

滅
失
登
記
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

登
記
を
し
て
い
な
い
（
未
登
記
）

家
屋
の
場
合
は
、
市
役
所
の
資
産

税
課
へ
家
屋
滅
失
届
出
書
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。
届
け
出
が
な

い
場
合
、
誤
っ
て
課
税
し
て
し
ま

う
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
の
途
中
で
取
り
壊
し

た
場
合
で
も
、
基
準
と
な
る
１
月

１
日
現
在
に
家
屋
が
存
在
し
て
い

た
場
合
は
、
そ
の
年
の
４
月
か
ら

の
固
定
資
産
税
が
全
額
課
税
さ
れ

ま
す
（
月
割
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

問
合
せ

資
産
税
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
７
９　
6
⒇
１
６
０
９

家屋調査にご協力ください
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市民の日 4月1日（H14.5.25制定）

業種別 償却資産の具体例
業　種 資産の名称

共通のもの 舗装路面、塀、フェンス、看板、応接セット、キャビネット、ロッカー、エアコン、
パソコン、コピー機、レジスター　等

不動産貸付業 屋外照明、屋外給排水設備、コンクリートの塀、フェンス、植木等の緑化施設、
アパートの駐車場等の舗装（アスファルト・コンクリート）　等

太陽光発電事業 太陽光発電設備（アパート・店舗等の屋根への設置分も対象）、
フェンス、監視カメラ、舗装路面　等

小売店 陳列ケース、冷蔵・冷凍機付き陳列ケース、自動販売機、冷蔵庫、冷凍機　等
飲食店 接客用家具、厨房設備、カラオケ、放送設備、冷蔵庫、冷凍機、室内装飾品　等
理容業・美容業 パーマ器、消毒殺菌器、理・美容椅子、タオル蒸器、放送設備、サインポール　等
加工業・修理業 旋盤、ボール盤、プレス機、圧縮機、受変電設備、測定工具、検査工具　等

農業経営者 償却資産の具体例
用　途 資産の名称

農機具 田植え機、稲刈り機、耕運機、脱穀機、スプリンクラー、噴霧器　等

車両 トラクター、コンバイン　等
※ナンバーを取得して公道を走ることができる車両は除く。

構築物 ビニールハウス、ネット、フェンス　等
太陽光発電設備（償却資産）について

設置者 売電方法 申告の有無

法人および
個人事業主

全て売電
事業用資産になり、償却資産の申告が必要です。余剰電力の売電

売電しない

個人（住宅用）
全て売電 10kW以上の発電量の場合、事業用資産になり、償却資産の申告

が必要です。余剰電力の売電
売電しない 申告は不要です。

　

市
で
は
、
茂
原
市
社
会
福
祉
協

議
会
と
協
力
し
、
市
内
で
活
動
す

る
団
体
を
紹
介
す
る
「
も
ば
ら
市

民
活
動
ガ
イ
ド
」
を
毎
年
４
月
に

発
行
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
団

体
も
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
掲
載
条
件

・�

市
内
を
中
心
と
し
て
活
動
し
て

い
る
団
体
・
サ
ー
ク
ル
で
あ
る

こ
と

・�

特
定
の
宗
教
や
政
治
的
な
活

動
、
暴
力
団
員
が
関
与
す
る
活

動
で
な
い
こ
と

・�

営
利
を
目
的
と
し
た
活
動
で
な

い
こ
と

◆
申
請
書
類

・�

も
ば
ら
市
民
活
動
ガ
イ
ド
掲
載

申
請
書

・�
活
動
風
景
の
写
真
デ
ー
タ
（
任

意
）

※�

申
請
書
は
生
活
課
か
茂
原
市
社

会
福
祉
協
議
会
窓
口
ま
た
は
同

課
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手

◆
申
請
方
法

　

生
活
課
ま
た
は
茂
原
市
社
会
福

祉
協
議
会
窓
口
へ
持
参
・
郵
送
・

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
提
出

◆
締
切
日

　

２
月
10
日
㊎
必
着

申
請
・
問
合
せ

生
活
課
（
２
階
）

〒
２
９
７
－
８
５
１
１

茂
原
市
道
表
１

seikatu@city.mobara.chiba.jp

☎
⒇
１
５
０
５　
6
⒇
１
６
０
０

茂
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

〒
２
９
７
－
０
０
２
２

茂
原
市
町
保
13
－
20

fukushi@mobara-shakyo.or.jp

☎
�
１
９
６
９　
6
�
６
５
３
８

市民活動ガイドに
掲載しませんか？
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